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市の人口 総数52,025人（男25,073・女26,952）世帯数14,817 (2 月28日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

（昭和59年10月 1日制定） 市 民 憲 章 

で働いでいます。矢崎計器（掬天竜工場を訪間した森田市寿馨 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

し
た
。
 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役
に

立
ち

ま
す
。
  

,
 

健
康
に
気
を
つ
け
て
 

働
い
て
く
だ
さ
い
ノ
 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

出
稼
者
を

激
励
訪

問
 

工
場
進
出
を
働
き
か
け
 

市
で
は
、
二
月
十
七
日

か
ら
七
日
間
に
わ
た
っ
て

関
東
、
東
海
方
面

の
十
事

業
所
を
訪
問
、
本
市
か
ら

の
出
稼
ぎ
者
を
激
励
す
る

と
と
も
に
、
企
業
に
対
し

て
工
場
進
出
を
働
き
か
け

ま
し
た
。
 

初
日
は
、
森
田
市
長
が

静
岡
県
天
竜
市
の
矢
崎
計

器

（
株
）
天
竜
工
場
（
邑

松
康
光
工
場
長
）
を
訪問
。
 

森
田
市
長
は
、
市
の
漆

川
工
業
団
地
を
は
じ
め
、
 

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
概

要
、
高
度
技
術
に
対
応
し

た
技
術
者
の
養
成
校
で
あ

る
青
森
職
訓
短
大
か
ら
初

の
卒
業
生
が
誕
生
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
本
年
六
月
に

は
東
北
自
動
車
道
が
全
通
、
 

ま
た
六
十
二
年
に
は
新
青

森
空
港
が
供
用
さ
れ
ジ
ェ

ッ
ト
化
が
可
能
と
な
る
な

ど
高
速
交
通
体
系

の
整
備

が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
説

明
し
、

本
市

へ
の
工
場

進
出
を

働
き
か

け
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
邑
松
工
 
 

場
長
は
市
の
意
向
を
会
社
上
層

部
に
伝
え
ま
す
と
応
え
て

い
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
森
田
市
長
は
木
村

幸
治
さ
ん

（
藻
川
）
ほ
か
三
十

人
に
 
「市
広
報
」
 
と
「出
稼
文

集
」
を
差
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
 

市
の
近
況
を
交
え
な
が
ら
懇
談

し
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
達
は
、
 

一
様
に
「
雪
が
多
く
て
大
変
な

よ
う
だ
が
 

」
と
言
う
と
、
 

森
田
市
長
は
 
「市
で
は
豪
雪
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
市

民
生
活
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
健
康
に
気
を

つ
け
て
働
い
て

く
だ
さ
い
」
 
と
応え
激
励
し
ま

し
た
。
 

翌
十
八
日
か

ら
は
今
利
則
民

生
部
長
が
、
ま
た
二
十
日
か
ら

吉
岡
良
三
助
役
が
静
岡
、
神
奈

川
、
千
葉
、
埼
玉
の
各
県
と
東

京
都
の
各
事
業
所
を
訪

問
し
ま
 

一
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（第611号） ② 

放送スタジオも設置 

昭和61年（1986年） 3月15日 	 広報ごしょがわら 

舎
で
毎
日
勉
強
で
き
、
本
当
に

幸
せ
で
す
。

い
つ
ま
で
も
大
切

に
す
る
と
と
も
に
、
 一
生
懸
命

勉
強
し
て
立
派
な
人
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
 
と
よ
ろ
こ

び
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
対
馬
校
長
が
「
待

ち
に
待
っ
た
新
校
舎
が
で
き
、地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
よ
ろ
こ

ん
で
い
ま
す
」
 
と
感
謝の
こ
と

ば
を
述
べ
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

同
小
の
増
改
築
部
分
は
、
校

舎
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

階
建
て
、
延
床
面
積
約
四
〇
五

八
平
方
屑
、
工
事
費
約
六
億
七

七
〇
〇
万
円
、
ま
た
体
育
館
は

鉄
骨
造

一
部
二
階
建
て
、
延
床
 

面
積
約

一
五
二
七
平

方
H
、
工
事
費
約
一
一

億
四

一
〇
〇
万
円
で

す
。
 こ
れ
に
、
昭
和

五
六
年
度
に
建
設
済

み
の
校
舎

（
鉄筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階

建
て
、
延
床
面
積
約

一
五
七
五
平
方

1
1)
 

を
合
わ
せ
た
全
体
の

延
床
面
積
は
約
七

一
 

五
九
平
方
H
で
、
普

通
教
室
二

一
、
特
別

教
室
七
、
特
殊
教
室

が

ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

児童代表の中谷潤さん 

r
 

一
昨
年
九
月
か
ら
ニ
か
年
に
わ
た
っ
て
増
改
築
工
事
を
進
め

て
い
た
栄
小
学
校
（
対
馬
久
世
喜
校
長
 
児
童

数
八

O
三
人

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ニ
月
ニ
十
五
日
、

同
校
で
関
係
者
約
一

千
人
が
出
席
し
て
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

落
成
式
で
は
、

森
田
市
長
が
 

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た

0
 

校
 
「

栄
小
学
校
の
み
な
さ
ん
、
新
 
そ

の
後
、

来
賓
と
し
て
川
浪

装
な
っ
た
校
舎
で
栄
小
学
校
生
 
直

治
市
議
会
議
長
、
成
田
守
県

と
し
て
立
派
な
行
動
を
し
、

さ
 
議
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
、
ま
た

ら
に
す
ば
ら
し
い
校
風
、
伝
統
 
児

童
を
代
表
し
て
六
年
の
中
谷

を

つ
く
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
 
潤
さ
ん
が
 
「
こ
の
き
れ
い
な
校
 

'I 

章
 



図
書
購
入
に
と
2
万
7
千
余
円
 

ー
合

同
除
厄
実
行

委

ー
 

★
青
空
ブ
レ
ー
コ
ー
ナ
ー
 

,
 

広報ごしょがわら 

多目的ホールで
多様な教育が可能 

暗
和
六
ー
 
年
合
同
除
厄
 
祈
願

祭
実
行
委
員
会
（
工
藤
 

同
小
の
設
備
な
ど
で
、
主
な

も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
 

★
多
目
的
ホ
ー
ル
 
校
舎
の
一

階
に
あ
り
、
床
面
積
二
七
〇

平
方

H
。大
型
ス
ク
リ
ー
ン
、
 

電
動
カ
ー
テ
ン
、
拡
声
装
置

な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な
教
育
、
 

学
習
が

で
き
ま
す
。
（写
真
①
）
 

★
お
話
コ
ー
ナ

ー
 
校
舎
の
二
・

三
階
に
あ
り
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

敷
き
で
子
ど
も
達
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
こ
に
は
同
小
児
童

の
作
品
を
原
画
と
し
た
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル
の
レ
リ

ー
フ
壁

画
が
あ
り
ま
す
。
（写
真
②
）
 
 

舎

一
階
の
屋
外
に
あ
り
、
教

室
か
ら
内
ば
き
の
ま
ま
屋
外

に
気
軽
に
出
て
遊
べ
ま
す
。
 

（写
真
③
）
 

★
放
送
ス
タ
ジ
オ
 
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
、
カ
ラ

ー
A
v
（視
聴

覚
）
調
整
卓
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

な
ど
を
備
え
、
ス
タ
ジ
オ
か

ら
テ
レ
ビ
中
継
生
放
送
、
教

育
番
組
の
録
画
放
送
、
自
主

番
組
の
製
作
、
放
送
な
ど
の

う
ち
三
種
類
の
テ
レ
ビ
放
映

を
選
択
し
、
三
系
統
に
分
け

て
同
時
放
映
で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
音
楽
、
ラ
ジ
ォ
番

組
な
ど
の
音
声
放
送
も
三
種

類
を
同
時
に
三
系
統
に
分
け

て
放
送
で
き
ま
す
。
（写
真
④
）
 
 

善
己
実
行
委
員
長
）
は
三
月
一

一
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
市
一

立
図
書
館
の
図
書
購
入
に
役

一

立
て
て
く
だ
さ
い
と
二
万
七

（
 

四
二
三
円
を
寄
付
、
工
藤
善

一

己
実
行
委
員
長
と
中
村
妙
子

実
行
委
員
が
森
田
市
長
に
目

録
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

叫
 

こ
れ
は
、
去
る
二
月
十
六

日
に
市
中
央
公
民
館
で
開
い

た
合
同
除
厄
祈
願
祭
の
収
支

決
算
剰
余
金
を
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

●

子
ジ
‘
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I
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ノ
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ノ
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f 第611号） ④ 広報ごしょがわら 

吹
雪
め
 

作
”
」”
“
汽
八
八
んh」h程
A毛
掛
・繊
・身
」h
h
 

！
 
科
学
技

術
庁
 

国
立
防
災
科
学

技
術
セ
ン
タ
ー
 

新
庄
支
所
で
は
、
 

地
吹
雪
発
生
メ

カ
ニ
ッ
ク
の
基

礎
デ
ー
タ
の
収

集
の
た
め
、
市

内
太
刀
打
地
区

に
観
測
所
を
設

置
し
、
昨
年
十

二
月
下
旬
か
ら

二
年
間
に
わ
た

っ
て
各
種
測
定
 

, 

七
ソ
館

の
葛
西
純
治
さ
ん
 

(7
5）
は
二
月
二
十
八
日
、
七
 

ツ
館
小
学
校
（
斎
藤
柾

一
校
長

児
童
数
七
八
人
）
に
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
を
十

一
組

（
一
三
〇
、
一

六
〇
セ
ン
チ
目
）
寄
 

贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

葛
西
さ
ん
は
、
「七

ソ
館
小
で
い
じ
め
問

題
な
ど
が
お
き
な
い

よ
う
、
子
ど
も
達
に

心
身
を
鍛
え
て
欲
し

い
」
と
寄
贈
し

た
も

の
。
 

同
小
で
は
、
五
九

年
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
 

-― 「業振興懇開く― 

五所川原地域工業振興懇談会（会長・辻茂

青森職訓短大校長）の第 2 回懇談会が 2 月24 
日、青森職訓短大で関係者25人が出席して開

かれました。 

同懇談会は、産、学、官 3 者の交流の場と

して昨年 1月発足。 メンバーは五所川原市、 

鶴田町、中里町、車力村などの誘致企業や地

場企業、それに青森職訓短大と本市で構成さ

れています。 

この日は、かねて企業側から要望のあった

同職訓短大の機械器具の利用等についての考

え方が同短大から示されたほか、従業員の研

修、講習に制度として利用できる教育訓練の

紹介がありました。同職訓短大では、各々の

ケースごとに検討し、地域の要望に積極的に

応えていく考えです。 

また、辻会長から 「地域発展のためには人

材の育成確保が不可欠であり、その地域に住

む人達の意識変革が強く求められる。その具

体策としてコミュニティカレッジの設置、地

元企業と誘致企業とが相互に補完しあうため

の、地元企業の技術の高度化などが必要」 と

の提言がありました。 

これに対し、出席者からは賛同意見が多く

出され、今後同懇談会では、行政に対して積

極的な取り組みを要請していく考えです。 

地場企業の育成を 

機
器
を
使
い
観
測
を
し
て
い
ま

す
。
 

特
に
、
同
観
測
所
に
は
東
北

で
は
初
め
て
の
 
「ス
ノ
ー
パ

ー
 

テ
ィ
カ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
（
飛
雪

量
計
）
」
 
と
いう
新
し

い
測
定

機
器
が
導
入
さ
れ
、
地
吹
雪
の

度
合

の
計
数

化
を
試

み
て
お

り
、
調
査
の
分
析
結
果
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
基
礎
的
調
査
研

究
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
地

吹
雪
の
発
生
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
解

明
さ
れ
、
将
来
的
に
そ
の
予
知
、
 

予
防
体
制
の
確
立
に
役
立

つ
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
同
観
測
所
で
の
日
常

の
観
測
は
、
科
学
技
術
庁
の
委
 
 

託
を
受
け
た
太
田
部
商
工

（
株
）
 

五
所
川
原
営
業
所
の
田
中
祐
一
一

工
場
長
が
行
っ
て
い
ま
す
。
 

、心
身
を

鍛

一
え
てと
 

ス
キ
ー

1
1組
贈
る
 

「
軸
黄
 

→
％
 

ー
七
ツ

館
の
葛
西

さ
ん

ー
 

拡
張
が
行
わ
れ
、
六
〇
年
に
プ
 

ー
ル
が
完
成
、
そ
し
て
今
回
ス

キ
ー
の
寄
贈
を
受
け
夏
、
冬
そ

れ
ぞ
れ
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ッ
が

で
き
る
と
大
喜
び
。
 

斎
藤
校
長
は
「
寄
贈
を
受
け

た
ス
キ
ー
を
十
分
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
低
学
年
に
は
ま
ず

歩
く
ス
キ
ー
で
慣
れ
さ
せ
、
高

学
年
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に
移

行
さ
せ
て
い
き
た
い
。
大
事
に

使
っ
て
子
ど
も
達
の
心
身
の
健

康
に
役
立
て
た
い
」
 
と
話
して

い
ま
し
た
。
 

昭和61年（1986年） 3 月15日 
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め
冒
世
太
固
、
圏
翻
 

ー
長
富

の
中

元

明
仁
さ
ん

ー
 

教
育
全
般
に
わ
た
る
問
題
点
を
話
し
合
う
 

ー
行
 

政
 
を
 

囲
 
む
 

会
ー
 

市
連
合
 

P
T
A
主

催
の
「
第

五
回
行
政

を
囲
む
会
」
 

が
一
一月
一
一

十
日
、
レ

ス
ト
ラ
ン

藤
吉
郎
で

開
か
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
 

市
連
合
P
 

T
A
が
教
 

新
入
隊

す
る
若

者
達
を

激
励
 

西
 

h
地
区
自
衛

官
連
絡
協

ー
 

西
北
五
地
区
自

衛
隊
入

隊
者
の
激
励
会
が

二
月
一
一

十
一
日
、
市
中
央
公
民
館

で
新
入
隊
予
定
者
を
は
じ

め
、
父
母
、
協
力
会
な
ど

の
関
係
者
約
三
百
人
が
出

席
し
て
開
か
れ
、
今
春
高

校
を
卒
業
し
て
自
衛
隊
に

入
隊
す
る
若
者
達
を
激
励

し
ま
し
た
。
 

こ
の
激
励
会
は
、
西
北

五
地
区
自
衛
官
募
集
事
務

連
絡
協
議
会

（
会
長
・
森
 
 育

上
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て

市
と
話
し
合
い
、
理
解
を
深
め

合
お
う
と
い
う
も
の
で
、

市
連
 

P
か
ら
斎
藤
千
秋
会
長
を

は
じ

め
役
員
、
各
小
中
学
校
長
な
ど
、
 

市
か
ら
森
田
市
長
を
は
じ
め
高

橋
民

一
教
育
委
員
長
、
鈴
木
太

左
衛
門
教
育
長
、
逆
瀬
川
清
己

総
務
部
長
、
三
浦
新
一
財
政
部

長
な
ど
合
わ
せ
て
約
八
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
斎
藤
会
長

の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
森
田
市
長
が
 

「
日
頃
か
ら
教
育
に
熱
心
に
と

り
組
ん
で
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
に
、
 

心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
将

来
の
国
づ
く
り
を
担
う
教
育
は
、
 

最
も
重
要
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 

田
市
長
）
の
主
催
で
開
か
れ
た

も
の
で
、
会
長
の
森
田
市
長
は
 

「
国
を
守
る
と
い
う
最
も
崇
高

な
任
務
に

つ
か
れ
る
皆
さ
ん
に

心
か
ら
激
励
を
送
る
と
と
も
に
、
 

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
 
と
あ
い

さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
安
藤
博
陸
自
第

九
偵
察
隊
長
と
岩
川
進
五
所
川

原
高
校
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
入
隊
予
定
者
の
紹
介
と

記
念
品
贈
呈
の
後
、
春
藤
浅
七

自
衛
隊
父
母
会
西
北
五
地
区
連

絡
協
議
会
長
、
鎌
田
嘉
兵
衛
五

所
川
原
市
自
衛
隊
協
力
会
副
会
 
 

り
ま
せ
ん
。
市
も
皆
さ
ん

の
御

協
力
を
得
な
が

ら
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
 

そ
の
後
、
市
連

P
の
前
田
栄

司
教
育
振
興
委
員
長
、
対
馬
力

研
修
委
員
長
、
渋
谷
昭
夫
生
活

環
境
委
員
長
、
新
谷
悦
男
保
健

給
食
副
委
員
長
、
兼
平
貞
子
母

親
委
員
長
、
斎
藤
千
秋
会
長

の

六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
教
育
、
文
化
、
 

生
活
環
境
、
保
健
体
育
な
ど
教

育
全
般
に
わ
た
っ

て
の
問
題
点

や
要
望
を
述
べ
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
市
で
は
将
来

の
見
通
し
な
ど
を
述
べ
、
お
互

い
の
認
識
を
深
め
合

い
ま
し
た
。
 

長
が
お
祝
の
こ
と
ば
を
、
先
輩

隊
員
と
し
て
海
上
自
衛
隊
八
戸

航
空
基
地
の
伊
藤
み
ど

り
士
長

が
、
入
隊
後
の
仕
事
の
様
子
な

ど
を
交
え
な
が
ら
歓
迎
の
こ
と

ば
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
入
隊
予
定
者

を
代
表
し

て
鶴
田
高
校

の
小
野

秀
博
さ
ん
が
 
「今
日
の
こ
の
感

激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
誓

い
ま
し
た
。
 

今
春
高
校
を
卒
業
し
自
衛
隊

に
入
隊
す
る
の
は
、
紅
一
点
の

渡
辺
薫
さ
ん
（
五
所
川
原
市
・

五
所
高
）
を
含
め
陸
、
海
、
空

合
わ
せ
て
七
十
五
人
で
す
。
 

こ
の
春
五
四
中
を
卒
業
す
る

中
元
明
仁
さ
ん
が
、
大
相
撲
の

立
浪
部
屋
に
入
門
す
る
こ
と
に

な
り
二
月
二
十
二
日
、
毘
沙
門

・

長
富
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

で
地
区
住
民
や
学
校
関
係
者
な

ど
約
六
十
人
が
出
席
し
て
激
励

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

明
仁
さ
ん
は
、
長
富
で
農
業

を
営
む
武
弘
さ
ん

の
長
男
で
妹

と
の
二
人
き
ょ
う
だ
い
。
身
長

一
八
三
セ
ン
チ
H
、
体
重

一
〇

五
キ
ロ
の
堂

々
と
し
た
体
格
で
、
 

五
四
中
で
は
二
年
生
の
時
か
ら

相
撲
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

て
き
ま
し
た
。
相
撲
は
毘
沙
門

小
六
年
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
 

昨
年
の
西
北
五
中
学
校
相
撲
大

会
準
優
勝
の
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。
 

立
浪
部
屋
入
門
の
き
っ
か
け

は
、
同
地
区
出
身
で
元
前
頭
の

追
手
風
親
方

（
山
口貢
さ
ん
）
 

手
 

握

り

ゴ
右
 

リ
ん

チ

さ
ッ
仁

ガ

明

と
元

方
中

親

す

風
わ

手

か

追
を
 
 

が
、
兄
の
山
口
実
さ
ん
か
ら
明

仁
さ
ん
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た

こ
と
か
ら
。
同
親
方
が
昨
年
八

月
、
本
市
に
来
て
明
仁
さ
ん
と

会
い
、
そ
の
体
格
と
素
質
に
ほ

れ
込
み
大
相
撲
入
り
を
勧
め
る

と
と
も
に
、
 
一
月
の
初
場
所
に

は
明
仁
さ
ん
を
呼
ん
で
大
相
撲

を
見
学
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
あ
こ

が
れ
の
大
関
、
北
尾
関
を
目
の

あ
た
り
に
し
本
人
の
決
意
が
固

め
ら
れ
た
も
よ
う
。
 

こ
の
日
の
激
励
会
は
、
祖
父

の
武
三
郎
さ
ん
が
会
長
を
し
て

い
る
毘
沙
門
相
撲
愛
好
会
が
主

催
し
て
開
い
た
も
の
。
市
長
代

理
の
逆
瀬
川
清
己
総
務
部
長
は
 

「大
関
、
横
綱
を
目
ぎ
し
て
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
0
明
仁
さ
ん
も
み
ん
な
か
ら

の
激
励
に
対
し
「

一
生
懸
命
け

い
こ
を
積
ん
で

一
日
も
早
く
関

取
に
な
り
た
い
」
 
と
決意
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
 

追
手
風
親
方
は
「
体
格
、
素

質
は
申
し
分
な
い
。
何
と
い
っ

て
も
周
り
か
ら

の
す
す
め
で
な

く
、
本
人
が
大
相
撲
入
り
を
決

め
た
こ
と
。
そ
の
意
志
の
強
さ

が
勝
負
の
世
界
で
は
大
切
、
必

ず
大
成
し
ま
す
」
と
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
し
た
。
 



地

価
評

価
に

関

す
る
 

無
料

相
談
ム
ム
 

五

所
一
局定
時

制
 

生
 
徒
 
募
 
集
 

毎
年
四
月
は
「
地
価
公
示
普

及
月
間
」
 
で
す
。
 
こ
の
行
事
の

一
環
と
し
て
専
門
家
に
よ
る
地

価
評
価
に
関
す
る
無
料

相
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
土
地

の
価
格
を
知
り
た
い
と
か
悩
み

ご
と
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
 

o
無
料
相
談
会
 

▽
日
時
・
場
所
 

四
月
二
日
（
水

）
 

U
青
森
市
 
午
前
十
時
ー
十
一
一

時
・
午
後
一
時

ー
三
時
 

青
森
市
役
所
 
三
階

ロ
ビ

ー
 

〇
弘
前
市
 
午
後
一
時

ー
四
時
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

で
は
、
六
十

一
年
度
の
長
期
婦

人
電
気
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

▽
期
間
…
四
月
ー
＋

二
月
ま
で
。
 

講
習
は
八
月
を
除

き
毎
月
一

回
開
催
す
る
。
 
（
八
回
開
催
）
 

午
前
十
時
ー
十

二
時
ま
で
。
 

▽
講
習
内
容
…
四
月
・
開
校
式
、
 

五
月
・
電
気
の
基
礎
知
識
、
六

月
・
電
気
の
実
習
、
七
月
・
料

理
実
習
、
九
月
・
施
設
見
学
会
、
 

弘
前
市
役
所
二
階
大
会
議
室

▽
相
談
員
 

岡
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
青

森
部
会
会
員
不
動
産
鑑
定
士

▽
実
施
主
体
 

間
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
青

森
部
会
 

〔
地価
公
示

・
地
価
調
査
に

よ
る
地
価
の
公
表

〕
 

国
・
県
で

は
、
各
地
域
で
標

準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

土
地
を
選
ん
で
、
そ
の
標
準
地
 

・

基
準
地
の
適
正
な
土
地
価
格
 

（正
常
価
格
）
を

一
般
に
公
表

し
て
土
地
を
売
買
す
る
際
な
ど

の
目
安
と
し
て
い
た
だ
い
て
お
 

十
月
・
電
気

の
実
習
、
十

一
月
 

・

電
気
器
具

の
故
障
診
断
、
十

二
月
・
閉
講
式
。
 

▽
受
講
人
員
…
主
婦
を
中
心
と

し
た
婦
人
層
三
十
人
。
 

▽
受
講
料
…
無
料
。
 

▽
申
し
込
み
先
…
四
月
十
五
日
 

（火
）
ま
で
に
、
五
所
川
原
市

字
田
町

一
一
三
ー
一
 
東
北
電

力
五
所
川
原
営
業
所
営
業
課
サ
 

ー
ビ
ス
係
（
“
⑩
二
一
五
一
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

り
ま
す
。
 

※
正
常
価
格
と
は
、
売
り
手

に
も
買
い
手
に
も
片
寄
ら
な

い

通
常
成
立
す
る
と
認
め
ら
れ
る

価
格
で
す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
秘
書

企
画
課
企
画
係
（
。
⑩
二

一
一

一
番
 
内
線
三
一
九
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 

「
国民
健
康
保
険
J
 

［
加
入
者

の
み
な
さ
ん
全

「納
め
忘
れ
し

て
い
ま
せ
ん
か
」
 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
大
切
な
財
源
で
す
。
 

ま
だ
納
め
て
い
な
い
と
き
は

急
い
で
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
険

年
金
課

（
廿
⑩
二
一

一
一
番

・

内
線
二
六
三
番
）

へ
ど
う
ぞ
。
 

第

2
回
は
が
き
絵
だ

よ
り

コ
ン

ク
ー
ル

』
 

の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
市

教
育
委
員
会
等
の
後
援
に
よ
り
、
 

「第
二
回
は
が
き
絵
だ
よ
り
コ

ン
ク
ー
ル
」
 
を実
施
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
0
 

〈
応
募
要
領
〉
 

1
 
作
品
は
、
津
軽
地
方
の
風

物
を
広
く
紹
介
す
る
内
容
と

し
、
は
が
き
に
絵
を
書
き
、
 

そ
れ
に
簡
単
な
文
章
を

つ
け

く
わ
え
る
。
あ
て
名
は
、
 

「
o
〇
校
長
先
生
へ
」
 
「お

じ
さ
ん
の
〇
O
さ
ん
へ
」
 

「お
友
達
の
o
o
君
へ
」
な
ど

で
よ
く
、
住
所
氏
名
な
ど

は

記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

2
 
部
門
は
、
小
学
校
低
学
年
、
 

小
学
校
高
学
年
、
中
高
校
生
、
 

一
般
の
四
部
門
。
 

3
 
締
切
は
、
三
月
三
十

一
日

で
す
。
 

4
 
作
品
の
送
付
先
は
、
五
所

川
原
市
旭
町
五
三
ノ
ー
、
五

所
川
原
郵
便
局
 
「第
二
回
は

が
き
絵
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
 

係
あ
て
。
電
話

（
。
⑩
三
一
一

〇
二
）
 

県
立
五
所
川
原
高
校
定
時
制

で
は
、
志
願
者
が
定
員
に
満
た

な
か
っ
た
た
め
、
再
募
集
を
行

い
ま
す
。
 

定
時
制
と
は
、
年
齢
や
職
業

を
問
わ
ず
、
働
き
な
が
ら
高
等

学
校
教
育
を
受
け
た
い
方
々
の

た
め
の
学
校
で
す
。
学
習
内
容

は
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
資
格
も
全

日
制
と
同
じ
で
、
卒
業
後
は
専

門
学
校
や
大
学
に
進
学
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
 

学
費
等
に
つ
い
て
 

・

授
業
料
等
毎
月
の
納
付
金
は

お
よ
そ
四
千
円
で
す
。
 

・

定
通
修
学
奨
励
金
の
貸
与
が

あ
り
ま
す
。
 
（月
額
七
千
円
、
 

卒
業
す
れ
ば
、
返
還
の
義
務

が
免
除
さ
れ
ま
す
）
 

学
校
生
活
等
に
つ
い
て
 

・

授
業
は
午
後
六
時
か
ら
九
時

十
五
分
ま
で
で
、
 
一
日
四
時

限
の
授
業
で
す
。
 

・

無
償
で
パ

ン
と
牛
乳
の
給
食

が
あ
り
ま
す
。
 

・

学
習
す
る
教
科
・
科
目
は
、
 

全
日
制
と
全
く
同
じ
で
す
が
、
 

基
礎
的

・
基
本
的
事
項
を
中

心
に
、
個
性
を
尊
重
し
た
分

か
り
や
す
い
授
業
を
し
て
い

ま
す
。
 

・

体
育
大
会
、
球
技
大
会
、
運

動
会
、
文
化
祭
、
修
学
旅
行
、
 

一
泊
遠
足
、
ビ
デ
オ
コ
ン
サ
 

ー
ト
等
有
意
義
で
楽
し

い
行

事
も
あ
り
ま
す
。
 

出
願
手
続
等
に
つ
い
て
 

・

出
願
資
格
・
・
中
学校
等
を
卒

業
さ
れ
た
人
、
及
び
今

年
卒
業
す
る
人
。
 

・

出
願
手
続
…
出
願
者
は
所
定

の
入
学
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
青
森
県

収
入
証
紙
（
六
百
円
）
を

添
え
て
、
調
査
書
と
と

も
に
出
身
（
在
学
）
中
学

校
か
ら
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 
（
詳細
に

つ
い

て
は
出
身
（
在
学
）
中
学

校
に
問

い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
）
 

・

出
願
期
日

…
三
月
二
十
日
か

ら
三
月
二
十
四
日
ま
で
 

（
日
曜
及
び
祝
日
を
除
 

く
）
で
す
。
 

・

面
 
接

…
三
月
二
十
五
日

十
時
か
ら
行
い
ま
す
。
 

（筆
記
試
験
は
行
い
ま

せ
ん
）
 

・

合
格
発
表
・
三1
1月
二
十
七
日
 

午
前
九
時
に
本
校
生
徒
 

玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

。
⑩
三
〇
七
三
番
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現
在
加
入
さ
れ

て
い
る
人

は
、
三
月
三
十

一
日
で
共
済
期

間
が
満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

早
め
に
市
交
通
防
犯
対
策
室
ま

た
は
各
支
所
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

特
に
お
と
し
よ
り
や
幼
児

の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
人
も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

さ
れ
る
ど
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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▽
共
済
会
費

・
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間
 
年
額
三
 

百
五
十
円
（
共
済
期
間
の
途

中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額

で
す
）
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十

一
日
で
終
わ
り
ま
す
（
途
中

で
加
入
さ
れ
る
人
は
、
加
入

の
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
）
。
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〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 

入院180日
以上を含む 2

  
150.000円 

実治療日数 フ、院 9 0 日 

3
  

以上180日 130,000円 
未満を含む 

180 日以上で 
入院90日未満 

4
  

又は入院なき 110,000円 
ものを含む 

実治療日数 
入
以
 
院
上
 

9
を
 

0含
 
日
む
 

 
!
b
 

 
80 .000円 

9 0 日以上 入院90日未満 
《b
  

180 日未満で 又は入院なき
ものを含む 

60,000円 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35 .000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実 治療 日 数 10 日 未満 10 15,000円 

ル
ー
プ
な
ど
二
＋
人
以
上
が
加
 
り

扱
い
を
し
ま
す
。
 

入
さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
 

ー
 
ュ
！

‘
一
 
‘
!‘、
“
“、
 

受
付
け
を
し
て
い
ま
ナ
。
保
育

所
、
職
場
、
町
内
会
、

各
種
グ
 

対 象 者 手当額及び支払月等 

1．昭和61年3月31日現在で2(〕歳

以上の従来の福祉手当受給資格

者のうち特別障害者手当及び障

害麟年金のいずれも受給する

ことができない場合は、今まで

どおり福祉手当が支給されます。 

2 ．身体障害者療護施設等にメjji 
した場合及び障害を支給事由と

する年金を受給した場合は受給

できません。 

手当額、支払月、及び刻合

の制限等は障害児福祉手当と

同じです。 

⑦ 昭和61年（1968年） 3 月15日 	 広報こ・、しょがわら 
	

（第611号） 

・，特別障憲煮手当制度の煮知．らせ．, 
これまでの成人の福祉手当制度が再編成され、20歳

以上で日常生活に常時特別の介護を要する在宅障害者

を対象に昭和61年 4 月から新たに特別障害者手当が支

給されることになりました。対象者は市福祉事務所ノ、 

申請をしてください。 

★特別障害者手当 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

I . 20歳以上で日常生活に常時特

別の介護を要する右記の在宅重

度障害者。 

2 ．障害基礎年金等、障害を事由

とする年金の受給者であっても

対象になります。 

3 ．身体障害者療護施設等に入所

している場合及び病院等に 3 か

月以上継続入院している場合は

受給できません。 

日常生活に常時特別の介護

を要する重度障害者とは国民

年金法施行令別表1級程度の

障害が重複するもの、又は同

程度以上と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1．手当額は月額 20,000円。 

2 ，支払月は 2 月、 5 月、 8 月及

び11月の 4 期にそれぞれの前月

分までを支払います。 

本人及び本人の配偶者もし

くは扶養義務者の前年の所得

が政令で定める額を超えると

きは、手当の支給が停止され

ます。 

★障害児福祉手当 
1従来の2（臓未満の児童に対する福祉手当の名称を改めたものです。） 

対 	象 	者 障 害 の 程 度 

1.20歳未満で、精神又は身体に

障害があり、日常生活において

常時介護を要する右記の在宅障

害児。 

2 ．肢体不自由児施設等に入所し

ている場合及び障害を支給事由

とする年金を受給している場合

は対象となりません。 

日常生活において常時介護

を要する障害児とは、身体障

害者手帳1級程度．(2級の一部

を含むJ の障害又は特別児童

扶養手当1級、愛護手帳「Aj 
程度の障害のうち最重度の障

害と認められるもの。 

手当額及び支払月 支 給 の 制 限 

1，手当額は月額 11,250円。 

2 ．支払月は従来の 4 月、 8 月及

び12月の 3 期から、 2 月、 5 月、 

8 月及び11月の 4 期に変更とな

ります。 

本人及び本人の配偶者もし

くは扶養義務者の前年の所得

が政令で定める額を超えると

きは、手当の支給が停止され

ます。 

★福祉手当（経過措置分） 

事業主の 
皆さん／\ 

昭和61年度労働保 

険料の申告納付を 

 

消防本部からのお知らせ 

NTT五所川原電報電話局

では、火災の状況をより早く

一般市民に知ってもらうため

この程、火災情報装置（テレ

ホンサービス） 30回線を同

局内に設置いたしました。 

これで今までの消防署の 

20回線と合わせると一挙に 

50回線となり、火災につい

ての問い合せはスムーズにな

るものと期待されています。 

テレホンサービスの電話番

号は、これまで同様 

(ft⑩ 2 3 2 3番） 

どうぞご利用ください。 

労働保険の昭和61 
年度概算保険料と昭

和60年度確定保険料

の申告納付をしてい

ただく時期になりま

した。すでに事業主

の皆さんには、申告

のための用紙を送っ

ておりますが、この

申告書に保険料を添

えて、法定期限のS月 

15日までに最寄りの

銀行か郵便局へお納

めください。 

 

,
 



・

と
し
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だ
 

昭和61年（1986年） 3 月15日 	 広報ごしょがわら 
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l 	生ワクチン投与 

）対象乳幼児 

実施時期 投 与 対 象 者 回数 備 	 考 

4 月 

生
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口
り
 

刀
ロ
 
刀
ロ
 
 

6
0
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0
 

 

日
 

日
 

和
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年
 
年
 

1
 
1
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方
 

 

1
 
3
1
 

 

2 回目 
この対象者は昭和60年 
5 月に 1回目の投与を
受けた人 

昭和60年 2 月I日から I生まれ 

昭和60年12月31日まで I 	た方 
1回目 

5 月 

生
  

目
『
 
口り
 

刀
口
 
刀
ロ

日
 
日
 

和
 
和
 

6
 
6
 
0
 
0
 

年
 
年
 
日
 
日
 
か
 

ま
 
ら
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方
 

 

1
 
3
1
 

 

2
 
1
2
 

)
 

 

2 回目 

生
  

刀
ロ
 
刀
口

ロH
  
日

り

日
 
日
 

和
 
和
 

6
 
6
 
1
 
1
 

年
 
年
 

1
 
1
 

日
 
日
 
か
 

ま
 
ら
 
で
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た
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方
 

 

1
 
3
1
 

ー
  

1回目 i離結欝響1 
うけることになります 

レご注意 	 I 
上記以外の乳幼児で、生後 3 か月から48か月までに~ 

, 受けたことのない乳幼児も対象となります。 ただし、 ~ 

’ 実施時期に生後48か月を経過した乳幼児は除外いたし I 
ます。 	 I 
レ料金 無料 	 I 
レお願い 	 ~ 

1・母子健康手帳を必ず持参してください。 	I 
2．当日の朝必ずイ本温を計ってきてください。 	’ 

3．お子さんの体質を良く知っている方がお連れくだ I 
さい。 	 I 

レ受付期間 午後1時から 1時30分までです。 	~ 

市内の医療機関では、受けられませんのでこの機会

に必ず受けるようにしてください。 

〇地区別日程 	 I 

地 区 別 	実施場所 1 回 目 2 回 目 を 

五 小 学 区 Iロ』，.．一」． 
ニ ム 嘉 寿 保健センター 4 月 3日困 5 月16日固 I 
南 小 学 区 
嘉 ふ ふ ニ 	,, 	月 9日困 5 月21日困 を 梅 沢 地 区 

栄 ' ‘ に ＝ 	ク 	4 月10日困 5 月23日固 ， 
長 橋 地 区 
み ど り 町 

	

一 	毘が門地巨 	’ 	4 月11日団 5 月28日困 I 

	

‘ 	蔑魯豊長 	,, 	月16日困 5月29日困~ 
中 川 地 区 	 I 
三 好 地 区 	ク 	4 月18日団 5 月30日団 i 
松 島 団 地 	 I 

I  
l 

除 雪 重 地 冬 し 	 i 
雪 圭酷 た 吹 の づ 	 I 

青 長 11 胃 g 書 い俳  ~ 

く し 乗 っ の 雪 	 I 
に 安1 せ ん 眼 の 	 を 

V. 誉 a) 窺 喜 離 句  ~ 
く 雪 緑 番 り の 	 ， 
夜 積 濃 屋 糸 雪五 
の も し か 通 あ 所 
病 	る 	 な す か 川 
全 	 n 肩 

地 区 別 実施場所 1 回 目 2 回 目 
五
七 小和 学地 区区 保健センタ― 4 月 3日困 5 月16日固 

南
梅 小沢 学地 区区 ク 4 月 9日困 5 月21日困 

栄 地 区 
長 橋 地 区 

ク 4 月10日困 5 月23日固 

み ど り 町 
毘沙門地区 

' 4 月11日団 5 月28日困 

松 島 地 区 
飯 詰 地 区 ク 4 月16日困 5 月29日困 
中

三松 川好
島 地地団 区区地 

ク 4 月18日団 5 月30日団 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日きれいに洗 

った小ビンに尿を入れてお持ちください。 

※注意 6 か月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

児がん）の検査セットを配布します。病気療養中（特 

に伝染性の病気）のお子さんは、ご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 か 月 児 昭和60年12月生 4 月1日因 健康診査 

6 か 月 児 昭和60年 9 月生 4 月 8日因 健康相談 

1 	歳 	児 昭和60年 3 月生 4 月21日（月） 健康相談 

1歳 6 か月児 昭和59年】0月生 4 月15日因 健康診査 

3 	歳 	児 昭和57年12月生 4 月17日困 健康診査 

お問い合わせは、市衛生課予防衛生係（云⑩21 11番
内線268・272番）へどうぞ 

保険者証の更新のお知らせ 

皆さんが現在持っておられる国民健康保険被保険者

証及び国民健康保険退職保険者証は、 3 月31日で有

効期限がきれます。日程表に基づいて更新しますので、 

必ず更新されるようお願いします。 

更新された新しい被保険者証を病院にお出しになら

ないと、医療費の全額を支払うことになりますのでご注

意ください。 更新の際は、現在使用している被保険者

証は必ず持参してくださるようお願いします。 

詳しくは、市保険年金課（春③3)2111番 内線263番） 

へどうぞ。◆地区別更新場所及び日程◆ 

地 	区 月日 曜 更新場所 時 	間 対象地区 

飯 	詰 3.24 月 飯詰支所 9 :O0-.-12 :00 飯詰地区 

梅 	沢 3.24 月 梅沢支所 9.00- 12.00 梅沢地区 

七 	和 3.24 月 七和支所 13.00-16.00 七和地区 

長 	橋 3.24 月 長橋支所 13 .00-16 .00 長橋地区 

毘沙門 3.25 火 毘沙門支所 9.00-12.00 毘沙門地区 

松 	島 3.25 火
  

市役所 
2 階ロビー 9.00 -12.00 松島地区 

三 	好 3.25 火 三好支所 13.00-16.00 三好地区 

栄 3.25 火
  

市役所 
2 階ロビー 13.00-16.00 栄 	地区 

（みどり町含む） 

本 	庁 3.26 水
  

市役所 

2 階ロビ― 
9 .00-15 .00 

栄町・田町・蓮沼
元町・不魚住・鎌
谷町・鳥森・下り
枝・八重菊・―ッ
谷・新町・柳町・
岩木町・川端町 

本 	庁 3.27 木
  

市役所 

2 階ロビー 
9.00 -15 .00 

本町・布屋町・弥
生町・東町・大町
旭町一敷島町・雄
田・ E平井町・中
平井町・下平井町
幾世森 

本 	庁 3.28 金
  

市役所 

2 階ロビ― 
9. 00-15 .00 

寺町・柏原町・錦 
町一幾島町・末広 
町・新宮町・芭蕉 

響議纏凄 
団地・若葉 

中 	川 3.29 土 ク 9.00-42.00 中川地区 

各支所を
除く地域 

3
.3
14. 1
  

月
火
 

ク 9 .00-15 .00 期日に更新で
きなかった人 

各支所 3.26J I降 もよりの支所 9.00---15.00 ク 

〇地区別日程 
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